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研究概要

間質性肺炎発症の原因は特定されておらず、ステロイド、抗線
維化薬による治療には限界があるため、より有効な治療薬開
発が待たれている。またコロナウイルスの世界的な流行により、そ
のニーズはより高いものとなった。本研究は、創薬を進めるうえで
大きな制約であった治療薬開発のためのモデル不足を解消する
ものです。提供するモデルは、動物モデルとして、①iRA-ILD
（関節リウマチ関連間質肺炎）モデル、②iUIP(特発性肺線
維症)モデル、また短期評価系として、③PCLS(肺組織薄切片
培養)モデルを開発しました。
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関連する論文・特許

今後の展望/実用化イメージ

本モデルを用い線維化阻害薬の評価のみならず、
薬剤性間質性肺炎のリスク評価を行います。創薬
時の時間的な制約を考え、まずPCLSモデルでのプ
レスクリーニング（培養系、短期間で評価する）を
行い、iUIPモデル、iRA-ILDモデルでの実験に移
行する基本スキームを考えています。

上記モデルを軸に、SARS-CoV-2関
連の研究も進めており、間質性肺炎と
COVID19発症の新たな関連性が見え
てきています。本研究は、この視点からも
共同研究を進めることが可能です。
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医学研究科 細胞分子生物学分野
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http://www.med.nagoya-cu.ac.jp/molgene.dir/index.html
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